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業績予想の修正及び期末配当予想の修正（無配）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2023年２月３日開催の取締役会において、最近の業績動向を踏まえ、2022年５月12日に公表いたし

ました2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月31日）の連結業績予想について、下記の通り修正する決議

をいたしましたので、お知らせいたします。 

また、2023年３月期の期末配当予想の修正（無配）について、下記の通り決議いたしましたので、併せてお

知らせいたします。 

 

記 

 

１. 業績予想の修正について 

（１）2023年３月期 連結業績予想の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 9,814 453 451 184 43.20 

今回修正予想（Ｂ） 8,279 △312 △298 △618 △144.38 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,534 △766 △749 △802  

増減率（％） △15.6 － － －  

（ご参考）前期連結実績 

（2022年３月期） 
9,153 193 301 44 10.48 

 

（２）修正の理由 

  2023年３月期における当社の売上高は、新規売上高は前年同期を上回るものの、当初想定に対して未達で

あること、既存顧客に対しては来店顧客数の減少と顧客単価の低下が当初想定を大きく下回ることから、当

初の業績予想から大きく乖離した状況となりました。 

  上期における新規顧客への売上高は、集客イベントの開催数増やイベントへの来場者数の増加等と、

InstagramやLINEを利用するWEB等を活用した施策の実行等が奏功し、順調に増加傾向にありました。しかし

ながら、10月以降は横ばい傾向となっており、当初想定していた新規売上高に対して、大きく乖離しており

ます。また、コロナ禍以降、採用を抑制していた影響による店舗スタッフ人数の減少により、新規顧客受入

れへの人的リソース不足が一部店舗で顕在化しており、人員の効率的な配置等にて対応を進めております。 

  既存顧客への売上高は、新規顧客の増加による顧客数の増加を見込んでおりましたが、新規顧客の増加が

当初想定を下回ったことにより、顧客数が伸び悩んでいる状況となっております。前年並み程度への回復は

見られるものの、コロナ禍以前の水準への回復には更なる新規顧客の開拓が求められます。また、長く続い

たコロナ禍の影響により、購入単価の高かった上位顧客の一部が離脱したことや、イベントやSNS等のWEBを

利用した集客で積極的に若年層の取り込みを行ったことから、既存顧客の単価が当初想定を大きく下回る結



 

  

果となっております。 

  加えて、収益認識に関する会計基準の適用による影響を鑑み、顧客がポイントを使用する構成割合の変化

に伴い、年度末では各種アフターサービスの取引価格に一定程度の変動が見込まれ、契約負債残高の増加

と、これに連動する売上高の減少を見込んでおります。 

  各段階利益につきましては、販売費及び一般管理費の合理化に努め、売上高の減少に伴う売上原価、販売

手数料等の売上変動費の減少があったものの、売上高の減少が大きく影響したことで、前回発表予想を下回

る結果となりました。 

 

２. 期末配当予想の修正について 

（１）期末配当予想の修正の内容 

 
１株当たり配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回公表予想 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

（2022年５月12日） － 10.00 － 10.00 20.00 

今回修正予想 － － － 0.00  10.00  

当期実績 － 10.00  － － － 

前期実績 － 0.00 － 10.00  10.00 

 

（２）修正の理由 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保するとともに、安定的な配当を

業績に応じて行うことを基本方針としており、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして認識

し、配当の実施に努めております。 

  しかしながら、当期末の配当につきましては、通期業績が前回公表値より大幅に下回る見通しとなったこ

とから、誠に遺憾ではございますが、期末配当予想について無配とすることを決議いたしました。 

 

※上記の予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社において判断したも

のであり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。開示すべき重要な事

項が発生した場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


